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電気刺激 に よるア ス トロ グ リア細胞の NGF 発現誘導

（東工大 ・生命理工 ）○小山純弘 、 春山哲也 、 小畠英理 、 相澤益男

τ目的】演者 らは電気刺激に よ っ て
、 細胞の 分化誘導 、 細胞増殖の 制御 ある い は蛋

白質牽出の 誘導 を行 う
一

連の 研究 を行 っ て い る。本 研究 で は
、 ア ス トロ グ リァ細胞

を電気刺激 し、神経成 長因子 （NGF ）の 産 出誘導を行 え る こ とを明らか に し、 その

メ カ ニ ズム を検 討 した 。

1方法輩よ び結果】酸化イ ン ジ ウ ム （ITO）電極上 に 3× leiCellslcm2の 密度 で マ ウ ス

ァ ス トロ グ リァ細胞 を蒔 き、 無血清 DMEM 培地 で
一

週 間培養 した 。
　ITO を ワ

ーギ
’

ン グ 、 Pt を対極 、　Ag ！AgCl を参照電極．とし、 こ の ITO 電極に正弦波 1011zの 各種
＋側 電位振 幅を 1時間印加 した 。 1％BSA 含有無血清DMEM 培地 lmYwellへ 交換 し、

’

24 時間経過後 、 ア ス トロ グ リア か らの NGF 産出量を ELISA 法に よ っ て測定した 。

その 結果 、 0・0．3V　vs ，Ag／AigCl（Peak　to　Peak）の 正弦波 10Hz　1時間刺激 に よっ て

．NGF の 産生 が 5・6 倍に 増幅 さ れ る こ と が見い 出 され た 。 この 正弦波刺 激 によ る

NGF 誘導は フ ォ ル ボ ール エ ス テ ル に よる ダ ウ ン レギ ュ レ ー トに よ っ て わ ず か に 抑

えられ る こ とが 認め られ 、
こ の 反応に は部分的に PKC 活性が 関与する こ とが示唆

され た 。

NGF 重nduction 　with 　electrostimu 董ation 　in　astroglial 　cells．

OSumihiro　1（oyama
，
　Tetsuya　Haruyama

，
　Eiri　Kobatake

，
　Masuo　Aizawa

，

（Dept．　Bioengineering，　Tokyo　Institute　of 　Technology）
II〈ey 　Words 】astroglial 　cell，　electricaistimulation ，

　NGF 　product｛on ，
　PKC

　578　　　　 免疫複合体の 除去 に関与する レセ プター
（CRI ）cDNA の ク ロ

ー
ニ ン ク

　　　　　　　 及び腎糸球体上皮細胞 へ の 導入

　　　　　　　（筑波大．応生化）　 ○王　碧昭 、 木村　聡 、 高　躍華 、 松村　正 利
【目的】　　　 免疫複合体 （Immune　Complex

、 以下 ICと略す）は生体免疫機構の 抗原
の 捕捉 、 分解、除去作用の 申で 生 じる形態で あるが 、

Icが正 しく処理 され ない場合は全

身組織、 臓器の 破綻の 原因となる。 関節炎 、 血管炎症 、 糸球体 腎炎な ど炎症疾患で あ る

全身性エ リテマ トーデス は その症状で あ り、 特 に糸球体腎炎は 腎臓 に 危篤な障害を与え
る。 血流中の IC除玄は血液細胞 に 存在す る膜蛋 白CR1 （補体成分C3b レセ プタ

ー
）が関与

す るこ とが 知 られて い るが 、 腎糸球体上皮細胞表 面に存在するCRI が 腎組織に おけ るICの
除去 に 関与す るこ とが推測 され るが 、 その 機序はまだ 明 らかに されて いない 。 それ は腎

糸球体正 幇細胞の 株化は 樹立 され難い こ と 、 及びi・n 　vitrO での CRI の 発現が腎糸球体細胞
に 起 こ り難いこ とに よ る 。 本 研究iは ヒ ト白血PtcDNA　ljbraryか らCRI を コ ー ドす るcl）NA

をクロ ー ニ ン グ して 、 ラ ッ ト腎糸球体正常上皮1細胞
’

（SGE1 ）に導入 す るこ とを試み た 。

【方法及 び 結果 】　　 λ　gtlO系ベ クター にパ
ッ ケ ー ジ した ヒ ト白血球cDNA 　・lib｝ary を用

い 、 宿主株 E ω 1∫C600hH に導入 して 、 ア ガ U 一
ス プ レ

ー
トに 106程度の プ ラ

ー クが 得 ら
れた 。

［32P】　CTP で標識 した ヒ ト扁桃腺 CRI 断片 DNA をプ ロ
ーブと し、

ハ イブ リダイ ゼー

シ ョ ン法 によ り、 い くつ の クー
ロ ンが ス ク リー

ニ ン グされた 。 また 、 PCR 法で増幅 した
クー

ロ ンDNA をシーケ ン シ ン して 、
　 CR1 を コ ー ドす る約6kOの dDNA が 検出された 。 こ の

DNA をさらに エ レク 1・ロ ポ レ シ ョ ン 法 ｝こよ り、 腎糸球体上皮細胞SGEI に導入 した 。
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